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2023年5月新型コロナウィルス感染症のいわゆる「感染症法」上の位置づけが「5類感染症」へと移行、
久しぶりに行動制限のない年末年始を迎え、上のような会話があちこちで聞かれました（知らんけど）。
大阪税関は2019年9月と2020年3月に「ウイスキーの輸出」について特集記事を掲載し、ウイスキーの
輸出が増加していることをお伝えしましたが、その後、コロナ禍を迎えた2020年以降も輸出数量・金額は
伸び続けました。今回もう一度その動向に注目してみたいと思います。

令和6年1月24日
大 阪 税 関

（特集）

●輸出推移（全国・近畿圏） 2022年
全国・近畿圏ともに過去最高額
全国 561億円
近畿圏286億円

2023年1-11月の近畿圏は
2022年を上回る292億円！

●近畿圏のシェアは数量・金額ともに62%（2023年1-11月）

●2022年過去最高額を更新、2023年は1-11月時点でさらに上回る！（近畿圏）

そんなこと言って、ツマミ食べ過ぎちゃうのん。

とある宴会でのひとコマ・・・

とりあえず生でいい？

へっ！？そうなん！

僕ハイボール！とりハイ♪

「とりあえず生」って時代遅れやで。
とりハイ♪

「多様性」言いたいだけやろ！
ウイスキーは糖質もプリン体も少ないし、
もうビールっ腹とは言わせない！

酒席も多様性の時代ですか・・・

コホン・・・。カンパーイ！！

の輸出
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●主要経済圏・港別輸出数量
（2023年1-11月）

全国
2023年1-11月
12,200KL

近畿圏における国別輸出数量推移を見ると、アメリカ向けが8年連続第1位と堅調に推移して
おり、2023年1-11月においては数量・金額ともに25％以上を占めています。現地の日系飲食店
を中心に「ジャパニーズウイスキー」が広がりを見せているとのことです。
また、コロナ禍により「外飲み」から「家飲み」に移行したことなどを背景にフランス向けも増加、
中国向けは特に富裕層において希少価値の高い商品が人気となって増加したとのことです。
2023年1-11月においては、韓国向けがアメリカに次いで第2位となっています。ジャパンボイ
コットが落ち着いてきた中、訪日韓国人にとって「ジャパニーズウイスキー」は「マストバイアイテ
ム」になるほどの人気だということです。

●主要港別輸出数量推移

大阪港

東京港

神戸港

2023年1-11月
主要港のうち大阪港だけが増加

横浜港

2023年1-11月のウイスキーの輸出数量は、近畿圏が全国シェア62％と経済圏別で第1位で
あり、第2位の首都圏と合わせると全国の9割以上を占めています。
港別では、大阪港が第1位（全国比49％）、神戸港が第3位（同13％）となっています。2012年
以降の推移を見ると、2015年-2016年を除き大阪港が第1位を維持しながら輸出を伸ばしてい
ます。さらに、2023年1-11月は、他の主要港が前年同期比で減少しているのに対し、大阪港だ
けは増加しています。
近畿圏の港が利用される理由としては、ウイスキーの製造地に近いことなど輸送上の利便性
が高いことが挙げられるそうです。

●近畿圏 主要国別
輸出数量・金額 （2023年1-11月）

●近畿圏 主要国別輸出数量推移

アメリカ

韓国

フランス

中国
オランダ

アメリカ

27%

韓国

13%

中国

11%

オランダ

10%

フランス

9%

その他

30% アメリカ

29%

韓国

4%

中国

16%
オランダ

19%

フランス

4%

その他

28%

近畿圏 2023年1-11月
外円：数量 7,618KL
内円：金額 292億円

2023年1-11月
韓国が第2位にランクアップ

アメリカが8年連続第1位
（2015年～2022年）
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○本特集の「ウイスキー」は、輸出統計品目表2208.30-000に分類されるものを集計したものです。

○2023年（令和5年）1-11月分は確報値、2022年（令和4年）以前は確定値となります。

○本特集における各経済圏は以下の都道府県を含むものになります。

近畿圏 ：大阪、京都、兵庫、滋賀、奈良、和歌山の関西２府４県

首都圏 ：東京、千葉、神奈川、茨城、栃木、群馬、埼玉、山梨の１都７県

○港別の貿易額は、その港を管轄する税関官署の貿易額を集計したものとなります。

○価格はＦＯＢ価格で集計し、船舶（飛行機）出港の日をもって計上しています。

○表示単位未満は四捨五入、「0」は単位に満たないもの、「－」は実績なしのものを指します。

〇「過去最高」は1988年1月以降の比較によるものです。

※本資料を他に転載するときは、大阪税関の資料に基づく旨を注記してください。

※本資料に関するお問い合わせは大阪税関調査部調査統計課までお願いします。

（電話06-6966-5385）

●近畿圏 主要国別単価推移

主要国別単価（円／L）推移を
見ると、2020年から2022年にか
けて特に中国向けが大きく伸び
ているのがわかります。これは
前述のとおり、投資目的での高
価なウイスキーの需要が増えた
ことが要因のようです。
一方、中国以外の国向けの単
価については、上昇傾向にある
ものの比較的安定しているよう
に見てとれます。業界によります
と、原料価格の高騰等によりウイ
スキーの販売価格帯が上がって
きている反面、

（円／Ｌ）

オランダ

中国

アメリカ

フランス

韓国

●最後に

コロナ禍を経てより一層需要が高まった「ジャパニーズウイスキー」。業界の方の話によると、
・原酒を絶やさず、需要と供給のバランスを調整している
・生産設備の増強を行っている
など、安定した供給のための取り組みが継続されています。 ウイスキーには

チョコレート♥
男は黙ってピスタチオ

「高級路線から大衆路線に移り変わっている傾向がある」
との声も聞かれました。

また、 2019年9月と2020年3月に「ウイスキーの輸出」
について特集をした頃はハイボールについて海外では
あまり馴染みがないようでしたが、現在では
・Highballという英単語も通じるようになった
・ハイボールに合うウイスキーを提案することも増えた
などの声も聞かれ、以前とは違った形で「ジャパニーズ
ウイスキー」が楽しまれるようになっているようです。
今後の見通しとして、ウクライナ情勢などの国際情
勢や各国の経済情勢等、必ずしも楽観視できないと
いうことですが、
・「ジャパニーズウイスキー」がまだ知られていない
国も多くあり、新興市場にまだまだ伸びる余地がある
・こういう時でこそ販路拡大のチャンス！
との声も聞かれました。
ウイスキーの輸出動向に引き続き注視していきた
いと思います。
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数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価

（KL） （百万円） （円／L） （KL） （百万円） （円／L） （KL） （百万円） （円／L） （KL） （百万円） （円／L） （KL） （百万円） （円／L）

2012 6 12 2,050 219 160 731 － － － 22 26 1,183 88 132 1,493

2013 9 18 1,987 214 221 1,033 － － － 56 84 1,494 134 280 2,087

2014 24 25 1,063 249 238 958 125 216 1,730 97 146 1,504 224 559 2,492

2015 40 56 1,405 327 317 969 280 1,551 5,533 195 327 1,680 368 1,989 5,407

2016 53 39 732 331 330 998 343 1,341 3,909 317 554 1,748 680 2,322 3,417

2017 88 72 817 293 359 1,226 464 1,789 3,854 417 855 2,052 873 3,110 3,563

2018 165 118 716 395 834 2,109 448 1,475 3,291 469 929 1,980 1,042 3,199 3,071

2019 202 146 723 504 1,112 2,207 736 2,373 3,226 534 853 1,596 1,456 4,185 2,874

2020 321 220 684 771 2,539 3,291 738 2,292 3,103 491 827 1,685 1,868 4,982 2,668

2021 401 287 716 963 4,883 5,068 956 2,963 3,100 1,071 1,846 1,724 2,088 8,218 3,936

2022 634 534 842 1,008 6,965 6,911 861 2,972 3,450 1,120 2,138 1,909 2,258 8,592 3,805

2022.1-11 544 466 857 915 6,448 7,045 844 2,924 3,463 1,060 1,997 1,884 2,147 8,284 3,859

2023.1-11 988 1,141 1,155 826 4,558 5,520 786 5,597 7,117 709 1,248 1,760 2,051 8,487 4,139

アメリカ合衆国

年

大韓民国 中華人民共和国 オランダ フランス

●データ集

主要経済圏別輸出推移

主要港別輸出推移

近畿圏 主要国別輸出推移

前年比 前年比 前年比 全国比 前年比 全国比 前年比 全国比 前年比 全国比 前年比 全国比 前年比 全国比

2012 1,926 114.4% 2,477 124.9% 1,031 131.3% 53.5% 1,191 127.8% 48.1% 668 105.4% 34.7% 1,122 130.5% 45.3% 227 85.8% 11.8% 164 85.4% 6.6%

2013 2,757 143.1% 3,980 160.7% 1,333 129.3% 48.3% 1,867 156.7% 46.9% 981 146.9% 35.6% 1,805 160.8% 45.3% 443 195.1% 16.1% 309 188.6% 7.8%

2014 3,842 139.3% 5,850 147.0% 1,754 131.6% 45.6% 2,933 157.1% 50.1% 1,230 125.3% 32.0% 2,328 129.0% 39.8% 859 193.7% 22.4% 589 190.6% 10.1%

2015 4,694 122.2% 10,378 177.4% 2,278 129.9% 48.5% 6,302 214.8% 60.7% 2,074 168.7% 44.2% 3,767 161.8% 36.3% 342 39.8% 7.3% 309 52.5% 3.0%

2016 4,939 105.2% 10,844 104.5% 2,860 125.6% 57.9% 6,874 109.1% 63.4% 1,857 89.5% 37.6% 3,748 99.5% 34.6% 221 64.7% 4.5% 223 72.1% 2.1%

2017 5,486 111.1% 13,639 125.8% 3,313 115.8% 60.4% 8,650 125.8% 63.4% 1,971 106.1% 35.9% 4,753 126.8% 34.8% 203 91.8% 3.7% 236 105.9% 1.7%

2018 6,208 113.1% 14,977 109.8% 3,808 114.9% 61.3% 9,414 108.8% 62.9% 2,212 112.2% 35.6% 5,163 108.6% 34.5% 188 92.8% 3.0% 401 170.0% 2.7%

2019 7,870 126.8% 19,451 129.9% 4,884 128.3% 62.1% 11,923 126.7% 61.3% 2,718 122.9% 34.5% 6,963 134.9% 35.8% 268 142.2% 3.4% 565 140.9% 2.9%

2020 9,225 117.2% 27,115 139.4% 5,639 115.4% 61.1% 14,071 118.0% 51.9% 3,198 117.7% 34.7% 12,123 174.1% 44.7% 388 145.1% 4.2% 921 163.2% 3.4%

2021 12,546 136.0% 46,144 170.2% 7,383 130.9% 58.8% 22,552 160.3% 48.9% 4,707 147.2% 37.5% 21,729 179.2% 47.1% 456 117.6% 3.6% 1,863 202.2% 4.0%

2022 14,250 113.6% 56,052 121.5% 8,397 113.7% 58.9% 28,572 126.7% 51.0% 5,423 115.2% 38.1% 26,081 120.0% 46.5% 430 94.2% 3.0% 1,399 75.1% 2.5%

2022.1-11 13,373 112.7% 52,414 121.3% 7,898 113.1% 59.1% 27,132 127.8% 51.8% 5,078 113.9% 38.0% 23,984 118.8% 45.8% 396 92.6% 3.0% 1,298 72.2% 2.5%

2023.1-11 12,200 91.2% 47,409 90.5% 7,618 96.5% 62.4% 29,247 107.8% 61.7% 4,234 83.4% 34.7% 17,106 71.3% 36.1% 348 87.8% 2.8% 1,056 81.3% 2.2%

全国

年

その他

数量（KL） 金額（百万円）数量（KL） 金額（百万円）

近畿圏 首都圏

金額（百万円）数量（KL） 金額（百万円） 数量（KL）

全国比 全国比 全国比 全国比 全国比 全国比 全国比 全国比 全国比 全国比

2012 934 48.5% 1,071 43.2% 71 3.7% 103 4.2% 644 33.5% 1,035 41.8% 24 1.2% 86 3.5% 254 13.2% 183 7.4%

2013 1,185 43.0% 1,691 42.5% 76 2.8% 111 2.8% 951 34.5% 1,703 42.8% 17 0.6% 32 0.8% 527 19.1% 443 11.1%

2014 1,484 38.6% 2,468 42.2% 249 6.5% 427 7.3% 1,192 31.0% 2,060 35.2% 35 0.9% 106 1.8% 882 23.0% 789 13.5%

2015 1,470 31.3% 3,499 33.7% 760 16.2% 2,647 25.5% 1,892 40.3% 3,306 31.9% 156 3.3% 308 3.0% 416 8.9% 618 6.0%

2016 1,553 31.4% 3,270 30.2% 1,298 26.3% 3,519 32.5% 1,662 33.7% 3,208 29.6% 186 3.8% 391 3.6% 239 4.8% 456 4.2%

2017 1,770 32.3% 3,930 28.8% 1,537 28.0% 4,677 34.3% 1,699 31.0% 4,105 30.1% 252 4.6% 509 3.7% 228 4.2% 417 3.1%

2018 2,063 33.2% 4,526 30.2% 1,721 27.7% 4,649 31.0% 1,767 28.5% 3,479 23.2% 420 6.8% 1,143 7.6% 237 3.8% 1,181 7.9%

2019 3,119 39.6% 7,168 36.9% 1,742 22.1% 4,428 22.8% 2,003 25.5% 4,884 25.1% 679 8.6% 1,662 8.5% 326 4.1% 1,310 6.7%

2020 4,374 47.4% 11,232 41.4% 1,226 13.3% 2,458 9.1% 2,422 26.3% 7,046 26.0% 721 7.8% 3,352 12.4% 481 5.2% 3,026 11.2%

2021 4,789 38.2% 14,393 31.2% 2,464 19.6% 5,735 12.4% 3,758 30.0% 11,108 24.1% 822 6.6% 5,966 12.9% 712 5.7% 8,943 19.4%

2022 5,715 40.1% 18,441 32.9% 2,602 18.3% 6,748 12.0% 3,902 27.4% 11,236 20.0% 1,431 10.0% 11,621 20.7% 601 4.2% 8,006 14.3%

2022.1-11 5,411 40.5% 17,772 33.9% 2,413 18.0% 6,270 12.0% 3,670 27.4% 10,622 20.3% 1,322 9.9% 10,444 19.9% 558 4.2% 7,305 13.9%

2023.1-11 5,963 48.9% 24,078 50.8% 1,607 13.2% 3,218 6.8% 3,260 26.7% 6,937 14.6% 917 7.5% 7,623 16.1% 452 3.7% 5,553 11.7%

金額（百万円）

その他東京港 横浜港

数量（KL） 金額（百万円） 数量（KL） 金額（百万円）

神戸港

数量（KL） 金額（百万円）金額（百万円） 数量（KL）年 数量（KL）

大阪港

THE       END
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